
　　

44
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１
日
か
ら
静
岡
地
域
広
域
消
防
の
運

月
１
日
か
ら
静
岡
地
域
広
域
消
防
の
運

用
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、「
島
田
市
消

用
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
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島
田
市
消

防
本
部

防
本
部  

金
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消
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金
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消
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根
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分
遣
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川
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分
遣
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「
静
岡
市

「
静
岡
市  

島
田
消
防
署

島
田
消
防
署  

川
根
北
出
張
所
」に

川
根
北
出
張
所
」に

名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。（
消
防
広
域
化
の
詳

名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。（
消
防
広
域
化
の
詳

細
に
つ
い
て
は「
広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
」

細
に
つ
い
て
は「
広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
」

３
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

３
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

「
期
待
に
応
え
る
消
防
を
目
指
し
て
」

　　　　　

消
防
広
域
化
に
よ
り
、
高
度
な
部
隊
や
高

機
能
な
装
備
に
よ
る
迅
速
な
対
応
が
可
能
と

機
能
な
装
備
に
よ
る
迅
速
な
対
応
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
１
１
９
番
通
報
の
接
続
先
は

な
り
ま
し
た
。
１
１
９
番
通
報
の
接
続
先
は

静
岡
市
内
の
指
令
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
し

静
岡
市
内
の
指
令
セ
ン
タ
ー
に
変
わ
り
ま
し

た
が
、
新
し
い
指
令
セ
ン
タ
ー
に
も
川
根
本

た
が
、
新
し
い
指
令
セ
ン
タ
ー
に
も
川
根
本

町
の
地
理
に
精
通
し
た
職
員
が
配
属
さ
れ
て

町
の
地
理
に
精
通
し
た
職
員
が
配
属
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
大
き
な

い
ま
す
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
大
き
な

組
織
体
制
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
と

組
織
体
制
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
、
ぜ
ひ
気
軽
に
お
声
か
け
い
た
だ
け

同
様
に
、
ぜ
ひ
気
軽
に
お
声
か
け
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
を

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
を

町
民
の
皆
さ
ま
に
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け
る

町
民
の
皆
さ
ま
に
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
所
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い

よ
う
に
、
所
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

【組織変更の概要】
◎平成27年度まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎平成28年度から

消
防
体
制
の
広
域
化
に
伴
い

　
「
川
根
北
分
遣
所
」は

　
　
「
川
根
北
出
張
所
」に
変
わ
り
ま
し
た

　町では、ICT（情報通信技術）を活用し、地域情報化と行政事務の効率化を推進するため、平成28年４月から「情報
政策課」を新設しました。
　情報政策課では、平成27年度までに整備した高度情報基盤設備の有効活用や恵まれた通信環境を生かした新た
な雇用の創出など、住民生活の向上につなげるための計画策定に取り組みます。また、「広報かわねほんちょう」の発
行や町ホームページを活用した情報発信に、引き続き取り組んでいきます。

担当分野 具体的な業務内容の例

地域情報化に関すること  ICT（情報通信技術）利活用の検討、「かわねフォン」の管理運用、IT キャンプの開催など

広報広聴に関すること  「広報かわねほんちょう」の発行、町ホームページの管理運用、報道機関への情報提供など

【問】（情報政策課の業務について）　情報政策課 情報政策室　☎（56）2221
　　（役場の組織編成について）　　総務課 行政室　　　　　☎（56）2220

　　救命講習を開催します救命講習を開催します
　　静岡市消防局では、心肺蘇生法や AED の使い方など、応急手当を習得していただけるよ静岡市消防局では、心肺蘇生法や AED の使い方など、応急手当を習得していただけるよ
う、住民の皆さまや事業所などを対象として救命講習を開催しています。う、住民の皆さまや事業所などを対象として救命講習を開催しています。

島田消防署島田消防署
川根北出張所川根北出張所

大石 勝哉大石 勝哉  所長所長

　川根北出張所での開催予定　川根北出張所での開催予定
　【内容】　普通救命講習Ⅰ（３時間）　【内容】　普通救命講習Ⅰ（３時間）
　　　　　応急手当の重要性、心肺蘇生法、AED使用法、気道異物除去法、止血法　　　　　応急手当の重要性、心肺蘇生法、AED使用法、気道異物除去法、止血法
　【日程】　６月４日 (土 )、７月30日 ( 土 )、８月27日 ( 土 )、９月25日 ( 日 )　【日程】　６月４日 (土 )、７月30日 ( 土 )、８月27日 ( 土 )、９月25日 ( 日 )
　　　　　※いずれも午前９時開始　　　　　※いずれも午前９時開始
　　※申込方法・他会場や他講習の日程については静岡市のホームページをご覧ください。※申込方法・他会場や他講習の日程については静岡市のホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡市消防局　平成28年度救命講習　　　検索静岡市消防局　平成28年度救命講習　　　検索

　【問】静岡市 島田消防署 川根北出張所　☎（58）3015　【問】静岡市 島田消防署 川根北出張所　☎（58）3015

まちづくり室

環境室

広報情報室

企画課

【情報政策課の業務】　◎課員数：５人（課長含む）　　◎メールアドレス：joho@town.kawanehon.lg.jp

地域情報化を推進するため地域情報化を推進するため
情報政策課情報政策課を新設しましたを新設しました

まちづくり室

環境室

情報政策室

企画課

情報政策課

ここにも、一つの物語。
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　共に生き尊重しあう社会を目指して

４月から「障害者差別解消法」が施行されました

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
施
行

　

こ
の
法
律
は
、障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
差

別
を
な
く
す
こ
と
で
、障
が
い
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
国
や
町
な
ど
の
行
政
機
関
、会
社・お
店
な

ど
が
、障
が
い
の
あ
る
人
に「
不
当
な
差
別
的

取
り
扱
い
」 

と 

「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ

と
」 
が
差
別
に
な
り
ま
す
。

「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
と
は

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
て
、サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、制
限
や
条
件
を
付

け
た
り
す
る
な
ど
、障
が
い
の
な
い
人
と
違

う
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
が「
不
当
な
差
別

的
取
り
扱
い
」に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、他
に
方
法
が
な
い
場
合
な
ど
は

「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」に
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

「
合
理
的
配
慮
」
と
は

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
に

そ
の
人
の
障
が
い
に
合
っ
た
必
要
な
工
夫
や

や
り
方
を
す
る
こ
と
を
合
理
的
配
慮
と
い
い

ま
す
。何
ら
か
の
配
慮
を
求
め
ら
れ
た
場
合

は
、負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
、や
り
方

の
配
慮
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

配
慮
を
行
わ
な
い
こ
と
で
、障
が
い
の
あ

る
人
の
権
利
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
も
差

別
に
な
り
ま
す
。

だ
れ
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
へ

　

こ
の
法
律
で
は
、一
般
の
人
が
個
人
的
な

関
係
で
障
が
い
の
あ
る
人
と
接
す
る
場
合
に

つ
い
て
の
義
務
や
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
し
、誰
も
が
尊
重
し
あ
い
共
生
で
き
る

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、一
人
一
人
の

心
が
け
が
必
要
で
す
。ま
ず
は
身
の
回
り
や

日
常
の
中
で
、特
に
障
が
い
の
あ
る
人
に

と
っ
て
壁
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
な
い
か
、

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

行政機関（例：役場） 会社・お店など

不当な差別的
取り扱い

してはいけない してはいけない

合理的配慮 しなければならない するように努力（※）

※合理的配慮のために、お金がかかりすぎたりすることもあります。
　その場合、他の工夫ややり方を考えることになります。

　４月１日から、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」が施行されま
した。障がいを理由とする差別をなくし、みんなで支え合いながら、誰もが暮らしやすいまちをつくるた
めには、それぞれの立場で考え、行動していくことが大切です。

【問】福祉課 福祉室　☎（56）2224

 < 行政機関と会社・お店などで違います >

 < 「不当な差別的取り扱い」の例 > < 「合理的配慮」の例 >

▲■不動産

①障がいがあるという理由で、飲食店への入店やス
　ポーツクラブの入会を断られた。
②アパートを借りるときに、障がいのあることを伝
　えると、障がいを理由に貸してくれなかった。

①車いすを利用している人が乗り物に乗るときに手
　助けをすること。
②筆談や文章の読み上げなど、障がいの特性に応じ
　たコミュニケーション手段で対応すること。
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